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クイズラリーの開始です

安全講習会です

和やかな雰囲気の２人です

クイズラリーの途中で
ちょっと記念撮影！
気分は、船長さんです

もうすぐ帰港です

　
令
和
元
年
度
最
初
の
「
ふ
よ
う
」
は

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　
令
和
元
年
度
の
広
報
委
員
メ
ン
バ
ー

で
の
初
め
て
の
作
成
で
ド
キ
ド
キ
で
し

た
。
不
安
の
な
か
、
取
材
の
割
り
振
り

か
ら
は
じ
ま
り
、
細
か
な
校
正
等
々
の

作
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
話

し
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
に
福
岡
市
P
T
A
協

議
会
の
た
く
さ
ん
の
活
動
を
お
届
け
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
親
子
で
読
み
た

く
な
る
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
号
以
降
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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報
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第
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３
３
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３
４
号
主
担
当
者

　
東
　
区
　
舞
松
原
小
　
宮
木
　
啓
輔

　
中
央
区
　
小
笹
小
　
　
中
山
　
幸
恵

　
特
別
支
援
　
福
岡
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支
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第
１
３
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号
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担
当
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城
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城
西
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笹
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里
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堤
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早
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校
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小
学
校
　
筥
松
小
　
　
振
原
　
基
治

　
中
学
校
　
次
郎
丸
中
　
鶴
　
　
　
眞

市
Ｐ
協
担
当
役
員

　
今
宿
小
　
　
　
辻
　
　
宗
志

　
香
椎
第
２
中
　
川
添
　
浩
美

　
田
村
小
　
　
　
波
多
江
真
一

　
屋
形
原
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　
　
松
原
　
明
子

広
報
委
員
紹
介

●
型
に
は
め
て
い
る
感
が
あ
っ
て
固
い
。

曲
線
や
丸
を
つ
か
っ
て
や
わ
ら
か
く
す

る
と
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
や
り
手
が
減
少
し
、

決
ま
っ
た
人
が
続
け
て
や
っ
て
い
る

現
状
を
改
善
で
き
る
よ
う
な
内
容
が

必
要
で
は
。

●
中
学
校
の
標
準
服
コ
ー
ナ
ー
が
写
真
付

き
で
わ
か
り
や
す
く
、よ
か
っ
た
で
す
。

●
内
容
は
と
て
も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

一
番
伝
え
た
い
と
こ
ろ
が
目
立
た
な

い
気
が
し
ま
す
。
字
も
も
う
少
し
大

き
い
ほ
う
が
読
み
や
す
い
で
す
。

●
広
報
紙
な
ど
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
理
解
し
て
も
ら
い
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ

の
参
加
・
啓
発
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
た
。

●
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
推
薦
校
の
広

報
紙
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
ら
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
７
月
16
日
発
行
の
「
ふ
よ

う
」
１
３
２
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

修
正
版
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

ふ
よ
う
132
号

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

今
後
の
ふ
よ
う
に
望
む
こ
と
、

そ
の
他
お
気
づ
き
の
点
な
ど

親子ふれあい事業親子ふれあい事業

マリエラ親子乗船体験マリエラ親子乗船体験
　今年度、夏休みに開催しました「親子ふれあい事業 マリエラ乗船体験 親子ペアご招待」には、8,738組
ものご応募をいただきました。福岡市ＰＴＡ協議会にて厳正な抽選を行い450組をご招待いたしました。取材
当日は真夏日で、たいへん暑い中での乗船となりましたが、親子ペアでの参加だったため、とても和やかな
雰囲気の船内となりました。クイズラリーのイベントも行われ、楽しく有意義なクルージングを体験していただ
きました。

出港
主催者代表あいさつ
マリエラ事業本部より
安全講習会
親子でクイズラリー
帰港

乗船体験の日程乗船体験の日程
１

２

３

４

５

令和元年度　福岡市ＰＴＡ協議会主催

会長合同研修会
令和元年10月16日　西鉄グランドホテル

　味の明太子で有名な「ふくや」の経営理念は、戦
後の動乱期において「地域社会に生かされた」とい
うことを忘れず、社員一人一人が地域社会を大切にし、それが実現出来る職
場環境作りと社員の育成を第一とするというものでした。
　その理念を受け継ぎ、現在でも社員の方が地域ボランティア活動を行いや
すいような職場環境を作っており、その中で PTA 会長を務められる方も多
いとのことでした。
　また他にも、自己啓
発の為に様々な資格取
得を社員の方へすすめ
ているという話もあり、
素晴らしく感じました。
　参加された会長の中
には会社員の方も多く
おられ今後の PTA 活動
において非常に参考と
なる研修会であった思
います。

　９/19（木）に行われた担当副会長交流会では、福岡市の小・
中・特別支援学校の担当副会長が参加して開催されました。
　C&S 音楽学院長　毛利直之氏による「子どもたちからの 
SOS ～子どもたちの発達段階における支援の在り方～」と題
して講演がありました。
　子どもたちとの向き合い方、関わり方など、母として、親と
して、もう一度原点に立ち返る内容に、会場は大きな感動に包
まれました。学院卒業生の渕上未来（ふちがみ　みらい）さん
による迫力のある歌も披露されました。
　グループディスカッションでは、「携帯・スマホについて」「入
退会問題について」のテーマで意見交換
がなされ、とても充実した交流会となり
ました。

小学校・中学校・特別支援学校PTA

担当副会長交流会

第67回 日本ＰＴＡ全国研究大会第75回 指定都市ＰＴＡ情報交換会

令和元年　８月２３日（分科会）・２４日（全体会）

令和元年９月１２日（分科会）１３日（全体会）
すべては心豊かな子どもたちへ つなげよう「いのち」のバトン

　次世代を生き抜く子どもたちへ
　　～地域とともに育む力　兵庫から～

兵庫
大会

新潟
大会

スローガン大会テーマ

　平成７年１月17日の阪神淡路大震災から24年。様々な災害
が次々に発生し、震災の記憶・報道が薄れつつある中で、「かけ
がえのない命」や人と人との絆の大切さを伝えたいとの兵庫
県ＰＴＡ協議会の熱い思いの伝わる研究大会でした。
　私が参加した第５分科会では、ＰＴＡ広報紙やさまざまな媒
体を活用して、魅力あるＰＴＡ活動を伝えるための取り組みが

提言され、熱い討議がなされました。そして、「しあわせを運べるように」という
震災からの復興を願ってつくられた歌を通して、想いを伝え続けることの大切
さを感じました。
　全体会では、「子育ては心理学でラクになる」とい
う演題で、メンタリストＤａｉＧｏ氏の講演が行われま
した。Ｑ＆Ａ形式で、私たち保護者の悩みに心理学
の視点から答えてくださいました。まわりを変えよ
うとするのではなく、まずは自分が変わること（行
動する事）が大事という言葉が心に残りました。

　この情報交換会は、毎年全国から16の指定都市ＰＴＡ協議会の役員・関係者
が集い、それぞれの協議会活動の成果と課題を共有することを目的として行わ
れています。
　１日目は開会行事が行われ、多忙の中、中川八一新潟市長のあいさつで始ま
りました。分科会では、「組織・運営」「研修活動」「地域連携」「広報活動」に分かれ
て、新潟市の提言をもとにどの分科会も活発な意見交換が行われました。
　２日目の全体会では、各分科会の報告の後、「子どもの心を育てる言葉かけ　
～やる気にさせるコミュニケーション術～」という演題で、一般財団法人 日本
ペップトーク普及協会 代表理事の岩﨑由純氏の講演が行われました。子どもの
自己肯定感を育み、元気を与えるコミュニケーションの取り方や、それぞれの
成長段階に応じた言葉かけによって子どもの心を育てることの大
切さを熱く語られました。子どもをやる気にさ
せる「短くて」「わかりやすくて」「肯定的」な励
ましの言葉かけを実践したいと思いました。

（札幌市・仙台市・新潟市小中学校・さいたま
市・千葉市・川崎市・横浜市・相模原市立小中学
校・名古屋市立小中学校・京都市・大阪市・神戸
市・広島市・（一社）北九州市・福岡市・熊本市）

令和元年７月29日（月）～８月２日（金）　５日間開催

何だろうね
もう少し進めば
見えるかな？

どう？
似合ってる？

いい思い
出に

なったね

楽しかった!!

どの問題から
解いていく？

自分の命
を

守るため
に

しっかり聞
いてね

なかな
か

　難し
いね

向こう
に

何が見
える？

さぁ！！マリエラの出港です

あれなに？

令和元年度 福岡市PTA協議会令和元年度 福岡市PTA協議会

毛利 直之氏
音楽学校

「C&S 音楽学院」学院長

株
式
会
社
ふ
く
や

代
表
取
締
役
会
長

　川
原 

正
孝
氏

編
集
後
記
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第２回　福岡市立中学校標準服コーナー
生徒検討委員が「いじめゼロサミット2019」で標準服をお披露目！

委員長道津さん（筑紫丘中）と福岡市標準マークを考案した、河野さん（和白中）のコメントの一部紹介

　令和元年８月20日（火）に南市民センターで「いじめゼロサミット2019」が開催されました。
今年はサミットの終盤に、令和2年度から各中学校で着用が開始される、中学校標準服のお披
露目が生徒検討委員により行われました。
　新標準服の実物を間近で見た、高島市長からは「服の種類がたくさんあるようだが、なぜです
か？」、「デザインについてどう思いますか？」などの質問がありました。それに対して、生徒検
討委員からは、「軽く、脱ぎ着がしやすく、袖ボタンも気にならなくなった」、「ネクタイ着用で少
し大人に近づいた気分」、「選択肢が増えたことで、多様性に対応ができやすくなった」などの答
えがかえってきました。
　最後に、高島市長からは、「先輩たちの思いを胸に、自分らしく、新しい標準服を着て、さまざ
まなことにチャレンジしてください！」とのコメントをいただきました。

【河野さん】
　このマークの両手には、学校生活を送るうえでの安
心感を包み込む形で表しました。ハートには、いじめゼ
ロと、国籍の違う方や性的マイノリティの方や障がい
のある方など関係なく学校生活を送ることができる、
個性の尊重を表しました。これから新標準服を着る後
輩たちには標準マークに込めた思いを大切にしていっ
てほしいと思います。

　会場で見ていると、生徒の言葉
での説明や感想は、会場の小学生
や保護者の皆さんにとっても、
きっと分かりやすかったと思いま
す。検討委員のみなさん、ありがと
うございました。

【道津委員長】
　私たち、標準服生徒
検討委員は、機能性と
デザイン性の両立を
一番に考えました。さ
らに福岡市で暮らす、
多様な人たちが選ん
で着られるように選
択の幅を広げました。
ただし、私達が新標準
服を着ることはあり
ません。皆さんがこの
服を着るとき、生徒の
意見が取り入れられ
た服であるというこ
とを忘れないでくだ
さい。ぜひ、みんなの
標準服を大切にして
いきましょう。

　
教
育
環
境
の
改
善
と
P
T
A
活
動
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
る
た
め
、市
内
小
・
中
・
特
別
支
援

学
校
よ
り
出
た
意
見
を
も
と
に
教
育
問
題
委
員

会
に
て
討
議
し
、理
事
会
の
承
認
を
経
て
、令
和

2
年
度
教
育
予
算
要
望
を
作
成
い
た
し
ま
し

た
。

　
福
岡
市
P
T
A
協
議
会
　
西
村
早
苗
会
長
よ

り
福
岡
市
教
育
委
員
会
　
星
子
明
夫
教
育
長
に

要
望
い
た
し
ま
し
た
内
容
を
一
部
紹
介
い
た
し

ま
す
。

★
児
童
生
徒
へ
の
よ
り
き
め
細
か
な
指
導
を
実

現
す
る
た
め
に
、国
に
対
し
て
、教
職
員
定
数

の
増
員
に
む
け
た
働
き
か
け
の
強
化
を
お
願

い
し
ま
す
。

★
義
務
教
育
期
間
９
カ
年
を
全
学
年
上
限
35
人

学
級
と
し
、小
学
校
に
お
い
て
も
副
担
任
を

置
く
な
ど
き
め
細
や
か
な
指
導
が
で
き
る
体

制
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
学
校
教
育
の
諸
問
題
解
決
の
た
め
の
措
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
教
職
員
の
多
忙
感
を
解
消
し
、個
別
指
導

な
ど
児
童
生
徒
と
向
き
合
え
る
心
と
時
間

の
余
裕
を
持
ち
、本
来
の
教
育
業
務
の
時

間
が
増
や
せ
る
環
境
の
整
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
読
書
教
育
の
推
進
・
充
実
。

●
全
学
校
に
学
校
司
書
を
１
人
の
早
急
な
配

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
図
書
室
の
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
な
ど
、施
設

整
備
の
た
め
の
施
策
の
推
進
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
普
通
教
室
以
外
の
特
別
教
室
な
ど
に
も
、冷

暖
房
な
ど
の
空
調
設
備
の
設
置
を
引
き
続
き

お
願
い
し
ま
す
。

★
ト
イ
レ
の
使
用
・
清
掃
を
よ
り
容
易
に
す
る

た
め
に
、洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
や
乾
式
ト
イ

レ
の
導
入
の
対
応
を
早
急
に
お
願
い
し
ま

す
。

★
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
授
業
に
お

い
て
は
1
人
1
台
確
保
で
き
る
よ
う
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
予
算
の
拡
充
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
安
全
か
つ
快
適
な
学
校
作
り
を
推
進
す
る
た

め
に
、老
朽
化
や
破
損
な
ど
、各
学
校
施
設
が

抱
え
る
課
題
へ
の
対
応
を
引
き
続
き
お
願
い

し
ま
す
。

★
多
様
化
す
る
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
対

応
す
る
た
め
、全
て
の
学
校
に
お
い
て
Ｅ
Ｖ

な
ど
施
設
設
備
の
充
実
、な
ら
び
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
促
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
教
職
員
定
数
の
改

善（
最
大
５
人
に
１
人
の
配
置
）の
早
期
実
現

を
推
進
す
る
た
め
の
働
き
か
け
の
強
化
を
お

願
い
し
ま
す
。

★
専
門
的
な
知
識
を
も
っ
た
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
増
員
と
、よ
り
長
期
間
勤
務
で
き
る

雇
用
条
件
へ
の
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
居
住
校
区
の
小

中
学
校
に
通
え
る
よ
う
、ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

特
別
支
援
学
級
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
Ｌ
Ｄ
、Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、高
機
能
自
閉
症
な
ど
障
が

い
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援
体
制
の
一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
、専
門
的
な
知
識
を

持
っ
た
教
職
員
の
増
員
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
生
徒
の
進
路
に

対
す
る
積
極
的
な
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
増
加

で
教
室
が
不
足
し
て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
、

教
室
の
増
設
・
新
し
い
高
等
部
の
設
置
な
ど
、

施
設
の
拡
充
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
特
別
支
援
学
校
高
等
部
に
関
し
て
、生
徒
の

重
度
・
重
複
化
の
実
態
に
応
じ
た
教
職
員
定

数
の
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
保
護
者
や
校
区
内
居
住
者
に
対
し
、障
が
い

の
あ
る
人
へ
の
理
解
と
啓
発
を
深
め
る
教
育

お
よ
び
交
流
の
積
極
的
な
推
進
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
死
角
の
あ
る
場
所
を
無
く
す
た
め
に
、必
要

な
時
に
画
像
の
確
認
が
で
き
る
高
性
能
防
犯

カ
メ
ラ
の
増
設
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
不
審
者
の
侵
入
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
即
時
対
応
で
き
る
体
制

の
実
現
の
た
め
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
小
中
学
校
全
校
配
置
を
早
急
に
お
願
い
し

ま
す
。不
登
校
対
応
教
員
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
小
学
校
へ
の
配
置
拡

大
、全
校
配
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
に
養
護
教
諭
の

増
員
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
全
学
校
に
お
い
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
議
室
の
確
保

な
ら
び
に
空
調
な
ど
不
足
し
て
い
る
設
備
の

さ
ら
な
る
充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
地
域
と
連
携
し
た
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
す
る
た

め
、地
域
の
方
が
自
由
に
交
流
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ら
び
に

積
極
的
な
事
業
連
携
、相
互
交
流
、地
域
と
の

交
流
を
深
め
る
事
業
に
対
す
る
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
現
在
、社
会
情
勢
の
急
速
な
変
化
、保
護
者
の

価
値
観
の
多
様
化
、学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に

伴
う
新
し
い
教
育
な
ど
、今
後
の
児
童
・
生
徒
を

取
り
巻
く
教
育
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

中
、若
年
教
員
の
増
加
と
経
験
豊
か
な
教
員
の

大
量
退
職
が
続
い
て
い
ま
す
。今
後
も
教
員
の

質
の
向
上
と
、児
童
・
生
徒
の
持
つ
課
題
解
決
に

丁
寧
に
取
り
組
む
た
め
に
も
、欧
米
同
様
の
少

人
数
教
育
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
、教
職
員
の

定
数
増
員
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
は
あ
く
ま
で
個
人

の
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、学
力
へ
の

相
乗
効
果
も
踏
ま
え
、そ
の
活
性
化
の
た
め
、よ

り
一
層
の
施
策
展
開
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
学
校
は
人
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
大
切
な
場

所
だ
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
働
く
教
職
員
、学
ぶ

児
童
・
生
徒
、見
守
る
保
護
者
、地
域
も
含
め
て

現
場
の
意
見
を
大
切
に
、よ
り
良
い
環
境
づ
く

り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

計37校

教
育
予
算
要
望

啓
発
講
演
会
主
催

：

福
岡
市
教
育
委
員
会
・
福
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

令
和
元
年
７
月
２
日
　
福
岡
市
立
南
市
民
セ
ン
タ
ー

ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
ち
ゃ
ん
と
生
き
る

早
寝
早
寝

早
起
き

早
起
き

朝
ご
は
ん

朝
ご
は
ん

村
上
祥
子
氏
の
ご
紹
介

楽
し
く
お
弁
当
を

三
つ
子
の
魂
百
ま
で

　
村
上
氏
は
福
岡
女
子
大
学
で
栄
養
指

導
講
座
を
１
９
８
５
年
よ
り
30
年
担
当
。

治
療
食
の
開
発
で
、油
控
え
め
一
人
分
で

も
お
い
し
く
調
理
で
き
る
電
子
レ
ン
ジ

に
着
目
。以
来【
電
子
レ
ン
ジ
調
理
の
第

一
人
者
】と
し
て
、活
動
を
広
め
ら
れ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で『
食
べ
力
®
』

は
、村
上
氏
の
名
言
と
も
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
日
本
伝
来
の「
和
食
」。ご
は
ん
・
お
味

噌
汁
・
お
か
ず
、と
い
っ
た
、皆
様
も
よ
く

知
る
シ
ン
プ
ル
な
食
事
。こ
の
よ
う
な
和

食
を
、子
ど
も
の
時
か
ら
毎
日
経
験
す
る

こ
と
で
健
康
な
体
が
手
に
入
る
と
い
う

こ
と
を
、村
上
氏
自
身
の
幼
い
こ
ろ
を
振

り
返
り
お
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。そ

し
て
、幼
い
こ
ろ
の
脂
肪
細
胞
の
数
が
大

人
に
な
っ
て
も
続
く
と
い
う
こ
と
も
教

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。私
た
ち
も
よ
く
知

る
言
葉「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」そ
の
言

葉
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。幼
い
こ
ろ

の
食
の
大
切
さ
、日
本
伝
来
の
和
食
の
す

ば
ら
し
さ
を
知
る
お
話
で
し
た
。

　
電
子
レ
ン
ジ
調
理
の
第
一
人
者
村
上

氏
の
、電
子
レ
ン
ジ
を
使
っ
て
の
楽
し
い

実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、と
て
も
簡
単
で
、時
短
で
で

き
る
お
弁
当
作
り
で
し
た
。会
場
の
皆
さ

ん
が
一
斉
に
メ
モ
を
と
る
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

　
村
上
氏
は
、今
回
の
講
演
会
の
翌
日

に
、『
徹
子
の
部
屋
』に
出
演
。日
本
国
内

は
も
と
よ
り
、海
外
で
も
講
演
や
実
演
を

さ
れ『
食
べ
力
®
』、『
日
本
伝
来
の
和
食
』

に
つ
い
て
、

幅
広
く
広
め

ら
れ
て
お
り

ま
す
。
自
ら

の
経
験
を
明

る
く
ユ
ー
モ

ア
交
え
て
語

る
村
上
氏

に
、
会
場
か

ら
は
笑
顔
が

絶
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

〜
未
来
へ
つ
な
ぐ
和
食
の
魅
力
〜

　今
回
は
、料
理
研
究
家
で
管
理
栄
養
士
で
も
あ
る
、公
立
大
学
法
人
福
岡
女
子
大
学

客
員
教
授
の
、村
上
祥
子
氏
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お弁当箱の容量＝カロリーです

650ml＝650kcal（※目安です）

ごはん
（200g）

全体の
1/2

魚・肉・
鶏など

（70g）

1/2の1/3

野菜
（100g）

1/2の2/3

　今
か
ら
五
十
六
年
前
の
一
九
六
三

年
は
百
歳
以
上
の
高
齢
者
の
数
は
一

五
三
名
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
年（
二

〇
一
九
年
）
は
そ
の
数
が
七
一
、
二

三
八
名
と
な
り
ま
し
た
。
何
と
四
五

〇
倍
以
上
に
も
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
将
来
の
日
本
や
世
界
の
人
口
等

に
つ
い
て
は
色
々
な
統
計
が
出
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
学
者
が
様
々
な
危

機
を
訴
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
象

の
変
化
に
よ
る
甚
大
な
被
害
も
各
地

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　「目
の
前
の
小
学
生
、
中
学
生
が
、

ど
の
よ
う
な
知
識
や
能
力
を
身
に
付

け
て
い
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
充

実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。」

　私
た
ち
大
人
が
真
剣
に
考
え
、
真

摯
な
態
度
で
力
の
育
成
に
励
ま
な
く

て
は
い
け
な
い
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
折
し
も
、
来
年
度
は
「
新
学
習

指
導
要
領
」
の
全
面
実
施
の
年
で
す
。

（
中
学
校
は
二
〇
二
一
年
度
）
新
学

習
指
導
要
領
の
中
に
「
未
知
の
状
況

に
も
対
応
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
の
育
成
」
と
い
う
文
言
が

あ
り
ま
す
。
一
言
で
「
未
知
の
状
況

に
対
応
で
き
る
。」
と
言
っ
て
も
、

日
常
ど
の
様
な
指
導
を
重
ね
れ
ば
良

い
の
か
、
深
く
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
こ
れ
は
福
岡
で
起
こ
っ
た

事
で
は
な
い
か
ら
「
自
分
の
身
に
は

起
こ
る
は
ず
が
な
い
。」
等
、
入
っ

て
き
た
情
報
を
他
人
ご
と
と
し
て
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
常
に
「
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
る
。」
こ
の
繰
り
返

し
が
「
未
知
の
状
況
に
対
応
で
き
る

力
」
の
育
成
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ

　ラ

　ム
福岡市立筥松小学校
校長　振原 基治

　
福
岡
県
警
本
部
少
年
課
の
附
置
機
関
と
し
て

県
内
５
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。少
年
非

行
に
対
応
す
る
専
門
の
警
察
職
員
で
構
成
さ
れ

で
お
り
、関
係
機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
連
携
し
て
少
年
相
談
・
街
頭
補
導
・
少
年
の
立

ち
直
り
支
援
・
広
報
啓
発
な
ど
の
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
る
機
関
で
す
。

　
学
生
の
頃
か
ら
、子
ど
も
た
ち
を
助
け
る
仕

事
に
つ
き
た
か
っ
た
と
い
う
堀
井
さ
ん
は
、就

職
先
を
探
す
な
か
で
一
生
子
ど
も
た
ち
の
そ
ば

で
働
け
る
職
場
と
し
て
、少
年
育
成
指
導
官
を

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
少
年
育
成
指
導
官
と
い
う
お
仕
事
は
、警
察

の
な
か
で
も
専
門
採
用
と
い
っ
て
特
定
の
技
能

を
持
つ
人
を
専
門
の
職
業
と
し
て
働
い
て
も
ら

う
た
め
の
制
度
で
、就
職
し
て
か
ら
退
職
す
る

ま
で
ず
っ
と
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
、少
年
育
成
指
導
官
と
し
て
働
く
今
を

お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　「
思
春
期
は
、子
ど
も
た
ち
の
総
決
算
の
時

期
」思
春
期
ま
で
に
体
験
し
て
き
た
、プ
ラ
ス
の

経
験
や
マ
イ
ナ
ス
の
経
験
を
全
部
ま
と
め
て
決

算
し
て
い
る
だ
け
で
、思
春
期
に
問
題
行
動
を

起
こ
す
子
ど
も
も
い
れ
ば
、起
こ
さ
な
い
子
ど

も
も
い
る
。

　
問
題
行
動
を
起
こ
す
子
に
は
周
囲
の
サ
ポ
ー

ト
も
必
要
で
、な
か
に
は
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
相
談
が
あ
っ
て
、サ
ポ
ー
ト
す
る
子
ど

も
た
ち
も
い
る
。

　
非
行
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
問

題
行
動
は
、子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
S
O
S
な
の
だ
。

　
こ
ん
な
、思
春
期
の
子
ど
も
を
か
か
え
て
い

る
保
護
者
の
た
め
に
、提
案
し
た
の
が「
納
豆
ご

は
ん
の
日
」。

　「
納
豆
ご
は
ん
の
日
」と
は
、「
今
日
の
ご
は
ん

は
納
豆
ご
は
ん
に
し
て
、子
ど
も
と
目
一
杯
　

遊
ぶ
日
！
」。

　
こ
の
お
話
を
聞
い
て
、私
た
ち
の
家
庭
に
お

い
て
も
、家
事（
例
え
ば
ご
は
ん
の
準
備
）や
用

事
が
あ
っ
て
も「
今
日
は
子
ど
も
と
向
き
合
う

日
！
」と
決
め
て
子
ど
も
の
近
く
に
座
っ
て
み

た
り
、話
し
か
け
て
み
た
り
と
、私
た
ち
保
護
者

も
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
、ま
ず
は
会
話
が
で
き
る
関
係
づ
く
り
に

取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
吉
村
先
生
は
、小
学
校
の
教
員
を
経
験
さ
れ

た
の
ち
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
と
臨
床

心
理
士
を
目
指
さ
れ
見
事
に
臨
床
心
理
士
と
し

て
ご
活
躍
中
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
講
演
の
合
間
を
縫
っ
て
ご
参
加

い
た
だ
き
、ご
自
身
の
経
験
や
体
験
談
を
交
え

な
が
ら
短
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
い
く
つ
も
の
教
訓

を
お
教
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。１
時
間
超
の
講

演
か
ら
、一
番
心
に
残
っ
た
お
話
、そ
し
て
吉
村

子
ど
も
時
代
の
総
決
算
に
む
け
て

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

少
年
育
成
指
導
官

　
第
14
回
目
と
な
る
本
事
業
も
改
元
を
迎
え
、こ
れ
ま
で
蓄
積
・
共
有
し
て
き
た
成
果
を
新
し
い
時
代
に
活
か
す
べ
く
福
岡
市
・
北
九
州
市
・

福
岡
県
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
で
、令
和
元
年
の
記
念
す
べ
き
大
会
が（
一
社
）北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
主
管
に
よ
り

ウ
ェ
ル
と
ば
た
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
冒
頭
で
は
、『
北
九
州
市
子
ど
も
を
育
て
る
10
か
条
』が
唱
和
さ
れ
一
つ
一
つ
は
当
然
の
よ
う
な
こ
と
で
す
が
、10
か
条
の
中
で
も

「
聞
く
時
は
　
子
供
の
目
を
見
て
　
心
を
聴
い
て
」と
い
う
言
葉
は
、自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て「
あ
の
と
き
も
う
ち
ょ
っ
と
違
う
言
い
方
も

で
き
た
な
ぁ
」な
ど
と
反
省
し
ま
し
た
。北
九
州
市
に
子
ど
も
を
育
て
る
10
か
条
が
あ
る
よ
う
に
福
岡
市
に
も『
家
庭
教
育
10
か
条
』が
あ
り

ま
す
。ど
ち
ら
の
条
文
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
自
分
ご
と
と
し
て
」

【新標準服情報】（市立69中学校）

○令和２年度からの服装

●新標準服導入
　（移行期間は各校で設定）
　内１校は新標準服と従来型の併用
　（ずっと、どちらでもよい）

○ネクタイ・リボンの採用状況

●ネクタイのみ採用

●ネクタイ・リボン採用

●採用しない

●調整中

………………… 65校

●学校独自の標準服 …………… ４校

…………………… 25校

………………………… ３校

令和
２年度

先
生
も
も
っ
と
も
熱
く
語
り
か
け
て
く
だ
さ
っ

た
と
思
う
お
話
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
人
間
は
感
情
の
動
物
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
。

そ
の
中
で
負
の
感
情
は
影
響
が
大
き
い
と
言
わ

れ
て
ま
す
。負
の
感
情
の
中
で
も
不
安
と
い
う

気
持
ち
は
特
に
影
響
が
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ
れ
は
、人
間
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
１
年
間

「
食
べ
る
・
寝
る
・
出
す
」の
生
き
る
た
め
の
三
原

則
を
他
人
に
頼
っ
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
。他

の
動
物
は
こ
ん
な
こ
と
無
い
と
思
い
ま
す
。人

間
の
赤
ち
ゃ
ん
だ
け
が
他
人
に
頼
っ
て
成
長
を

待
っ
て
い
ま
す
。と
て
も
不
安
な
状
態
だ
と
思

い
ま
す
。

　
不
安
の
反
対
は
安
心
感
で
す
。こ
の
不
安
と

い
う
感
情
を
安
心
感
に
か
え
る
こ
と
が
大
事
な

こ
と
で
す
。

　
こ
の
安
心
感
が
、心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り

人
生
と
い
う
飛
行
機
の
燃
料
に
な
り
ま
す
。

　
人
生
と
い
う
飛
行
機
は
、思
春
期
に
な
る
と

機
首
を
あ
げ
ま
す
。高
く
高
く
飛
び
上
が
ろ
う

と
し
ま
す
。そ
の
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
だ
と

う
ま
く
ア
ガ
っ
て
い
け
な
い
。思
春
期
に
な
る

ま
で
は
高
度
を
維
持
し
て
飛
ん
で
い
た
け
ど
、

思
春
期
に
な
っ
て
機
首
を
上
に
向
け
る
と
よ
り

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
飛
び
立
た
ね
ば

な
ら
な
い
。そ
の
と
き
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
足
り

な
い
と
い
ろ
ん
な
現
象
が
起
き
ま
す
。例
え
ば
、

「
悪
い
方
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
し
ま
っ
た
子
に

同
調
し
て
み
ん
な
で
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま

う
。」こ
れ
が
非
行
で
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、安
心

感
を
得
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
め
れ
ば
い
い
ん
で

す
。安
心
感
を
得
た
い
と
き
人
間
は「
甘
え
」よ

う
と
し
ま
す
。甘
え
た
い
気
持
ち
を
満
た
し
て

上
げ
る
こ
と
で
子
ど
も
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

溜
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
寄
り
添
う
保
護
者
と

し
て
、普
段
か
ら
子
供
と
向
き
会
い
、心
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
残
さ
れ
た
子
育
て

を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
先
生
が
紹
介
し
て
く
れ
た
甘
え
よ
う

と
し
て
い
る
サ
イ
ン
や
安
心
感
の
モ
ト
に
な
る

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　
あ
い
さ
つ
、笑
顔
、抱
き
し
め
る
な
ど
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ（
部
活
後
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、手
当
て

す
る（
痛
い
フ
リ
を
聞
く
）な
ど
な
ど

講
演

講
師

　
西
九
州
大
学

　
非
常
勤
講
師

　
　
吉
村
　
春
生 

氏 

第14回

S
t
o
p
・ザ・非
行
　ふ
く
お
か

日
時
：
令
和
元
年
７
月
27
日
土
曜
日
　
13
：
00
開
会

会
場
：
ウ
ェ
ル
と
ば
た
大
ホ
ー
ル

北九州市大会

感
情
の
動
物

基調報告

「生まれてきてくれてありがとう
　　　　　～少年非行の現場から～」

報告者　　　　　　　　　　　　
福岡県警察本部
生活安全部少年課
北九州少年サポートセンター
少年育成指導官
係長　堀井　智帆　氏

「
心
が
か
ぜ
を
ひ
く
と
き
」

　
　
│ 

安
心
感
と
自
立 

│

❶ 

学
校
教
育
内
容
の
よ
り
一
層
の
充
実

❸ 

特
別
支
援
教
育
条
件
整
備
の
た
め
の

　 

施
策
の
充
実

❻ 

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
よ
り
一
層
の
充
実
し
た

　 

活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
支
援
施
策

❹ 

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
お
よ
び

　 

危
機
管
理
の
た
め
の
施
策

❺ 

い
じ
め
・
不
登
校（
保
健
室
登
校
な
ど
を
含
む
）

　 

解
消
お
よ
び
健
全
育
成
・
非
行
防
止
の
た
め
の

　 

さ
ら
な
る
施
策

❷ 

学
校
教
育
環
境
整
備
充
実

❼ 

そ
の
他



（3） 令和元年12月17日 （2）令和元年12月17日福岡市ＰＴＡ協議会新聞 第133号 福岡市ＰＴＡ協議会新聞第133号

第２回　福岡市立中学校標準服コーナー
生徒検討委員が「いじめゼロサミット2019」で標準服をお披露目！

委員長道津さん（筑紫丘中）と福岡市標準マークを考案した、河野さん（和白中）のコメントの一部紹介

　令和元年８月20日（火）に南市民センターで「いじめゼロサミット2019」が開催されました。
今年はサミットの終盤に、令和2年度から各中学校で着用が開始される、中学校標準服のお披
露目が生徒検討委員により行われました。
　新標準服の実物を間近で見た、高島市長からは「服の種類がたくさんあるようだが、なぜです
か？」、「デザインについてどう思いますか？」などの質問がありました。それに対して、生徒検
討委員からは、「軽く、脱ぎ着がしやすく、袖ボタンも気にならなくなった」、「ネクタイ着用で少
し大人に近づいた気分」、「選択肢が増えたことで、多様性に対応ができやすくなった」などの答
えがかえってきました。
　最後に、高島市長からは、「先輩たちの思いを胸に、自分らしく、新しい標準服を着て、さまざ
まなことにチャレンジしてください！」とのコメントをいただきました。

【河野さん】
　このマークの両手には、学校生活を送るうえでの安
心感を包み込む形で表しました。ハートには、いじめゼ
ロと、国籍の違う方や性的マイノリティの方や障がい
のある方など関係なく学校生活を送ることができる、
個性の尊重を表しました。これから新標準服を着る後
輩たちには標準マークに込めた思いを大切にしていっ
てほしいと思います。

　会場で見ていると、生徒の言葉
での説明や感想は、会場の小学生
や保護者の皆さんにとっても、
きっと分かりやすかったと思いま
す。検討委員のみなさん、ありがと
うございました。

【道津委員長】
　私たち、標準服生徒
検討委員は、機能性と
デザイン性の両立を
一番に考えました。さ
らに福岡市で暮らす、
多様な人たちが選ん
で着られるように選
択の幅を広げました。
ただし、私達が新標準
服を着ることはあり
ません。皆さんがこの
服を着るとき、生徒の
意見が取り入れられ
た服であるというこ
とを忘れないでくだ
さい。ぜひ、みんなの
標準服を大切にして
いきましょう。

　
教
育
環
境
の
改
善
と
P
T
A
活
動
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
る
た
め
、市
内
小
・
中
・
特
別
支
援

学
校
よ
り
出
た
意
見
を
も
と
に
教
育
問
題
委
員

会
に
て
討
議
し
、理
事
会
の
承
認
を
経
て
、令
和

2
年
度
教
育
予
算
要
望
を
作
成
い
た
し
ま
し

た
。

　
福
岡
市
P
T
A
協
議
会
　
西
村
早
苗
会
長
よ

り
福
岡
市
教
育
委
員
会
　
星
子
明
夫
教
育
長
に

要
望
い
た
し
ま
し
た
内
容
を
一
部
紹
介
い
た
し

ま
す
。

★
児
童
生
徒
へ
の
よ
り
き
め
細
か
な
指
導
を
実

現
す
る
た
め
に
、国
に
対
し
て
、教
職
員
定
数

の
増
員
に
む
け
た
働
き
か
け
の
強
化
を
お
願

い
し
ま
す
。

★
義
務
教
育
期
間
９
カ
年
を
全
学
年
上
限
35
人

学
級
と
し
、小
学
校
に
お
い
て
も
副
担
任
を

置
く
な
ど
き
め
細
や
か
な
指
導
が
で
き
る
体

制
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
学
校
教
育
の
諸
問
題
解
決
の
た
め
の
措
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
教
職
員
の
多
忙
感
を
解
消
し
、個
別
指
導

な
ど
児
童
生
徒
と
向
き
合
え
る
心
と
時
間

の
余
裕
を
持
ち
、本
来
の
教
育
業
務
の
時

間
が
増
や
せ
る
環
境
の
整
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
読
書
教
育
の
推
進
・
充
実
。

●
全
学
校
に
学
校
司
書
を
１
人
の
早
急
な
配

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
図
書
室
の
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
な
ど
、施
設

整
備
の
た
め
の
施
策
の
推
進
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
普
通
教
室
以
外
の
特
別
教
室
な
ど
に
も
、冷

暖
房
な
ど
の
空
調
設
備
の
設
置
を
引
き
続
き

お
願
い
し
ま
す
。

★
ト
イ
レ
の
使
用
・
清
掃
を
よ
り
容
易
に
す
る

た
め
に
、洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
や
乾
式
ト
イ

レ
の
導
入
の
対
応
を
早
急
に
お
願
い
し
ま

す
。

★
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
授
業
に
お

い
て
は
1
人
1
台
確
保
で
き
る
よ
う
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
予
算
の
拡
充
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
安
全
か
つ
快
適
な
学
校
作
り
を
推
進
す
る
た

め
に
、老
朽
化
や
破
損
な
ど
、各
学
校
施
設
が

抱
え
る
課
題
へ
の
対
応
を
引
き
続
き
お
願
い

し
ま
す
。

★
多
様
化
す
る
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
対

応
す
る
た
め
、全
て
の
学
校
に
お
い
て
Ｅ
Ｖ

な
ど
施
設
設
備
の
充
実
、な
ら
び
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
促
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
教
職
員
定
数
の
改

善（
最
大
５
人
に
１
人
の
配
置
）の
早
期
実
現

を
推
進
す
る
た
め
の
働
き
か
け
の
強
化
を
お

願
い
し
ま
す
。

★
専
門
的
な
知
識
を
も
っ
た
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
増
員
と
、よ
り
長
期
間
勤
務
で
き
る

雇
用
条
件
へ
の
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
居
住
校
区
の
小

中
学
校
に
通
え
る
よ
う
、ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

特
別
支
援
学
級
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
Ｌ
Ｄ
、Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、高
機
能
自
閉
症
な
ど
障
が

い
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援
体
制
の
一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
、専
門
的
な
知
識
を

持
っ
た
教
職
員
の
増
員
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
生
徒
の
進
路
に

対
す
る
積
極
的
な
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
増
加

で
教
室
が
不
足
し
て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
、

教
室
の
増
設
・
新
し
い
高
等
部
の
設
置
な
ど
、

施
設
の
拡
充
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
特
別
支
援
学
校
高
等
部
に
関
し
て
、生
徒
の

重
度
・
重
複
化
の
実
態
に
応
じ
た
教
職
員
定

数
の
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
保
護
者
や
校
区
内
居
住
者
に
対
し
、障
が
い

の
あ
る
人
へ
の
理
解
と
啓
発
を
深
め
る
教
育

お
よ
び
交
流
の
積
極
的
な
推
進
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
死
角
の
あ
る
場
所
を
無
く
す
た
め
に
、必
要

な
時
に
画
像
の
確
認
が
で
き
る
高
性
能
防
犯

カ
メ
ラ
の
増
設
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
不
審
者
の
侵
入
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
即
時
対
応
で
き
る
体
制

の
実
現
の
た
め
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
小
中
学
校
全
校
配
置
を
早
急
に
お
願
い
し

ま
す
。不
登
校
対
応
教
員
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
小
学
校
へ
の
配
置
拡

大
、全
校
配
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
に
養
護
教
諭
の

増
員
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
全
学
校
に
お
い
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
議
室
の
確
保

な
ら
び
に
空
調
な
ど
不
足
し
て
い
る
設
備
の

さ
ら
な
る
充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
地
域
と
連
携
し
た
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
す
る
た

め
、地
域
の
方
が
自
由
に
交
流
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ら
び
に

積
極
的
な
事
業
連
携
、相
互
交
流
、地
域
と
の

交
流
を
深
め
る
事
業
に
対
す
る
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
現
在
、社
会
情
勢
の
急
速
な
変
化
、保
護
者
の

価
値
観
の
多
様
化
、学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に

伴
う
新
し
い
教
育
な
ど
、今
後
の
児
童
・
生
徒
を

取
り
巻
く
教
育
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

中
、若
年
教
員
の
増
加
と
経
験
豊
か
な
教
員
の

大
量
退
職
が
続
い
て
い
ま
す
。今
後
も
教
員
の

質
の
向
上
と
、児
童
・
生
徒
の
持
つ
課
題
解
決
に

丁
寧
に
取
り
組
む
た
め
に
も
、欧
米
同
様
の
少

人
数
教
育
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
、教
職
員
の

定
数
増
員
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
は
あ
く
ま
で
個
人

の
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、学
力
へ
の

相
乗
効
果
も
踏
ま
え
、そ
の
活
性
化
の
た
め
、よ

り
一
層
の
施
策
展
開
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
学
校
は
人
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
大
切
な
場

所
だ
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
働
く
教
職
員
、学
ぶ

児
童
・
生
徒
、見
守
る
保
護
者
、地
域
も
含
め
て

現
場
の
意
見
を
大
切
に
、よ
り
良
い
環
境
づ
く

り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

計37校

教
育
予
算
要
望

啓
発
講
演
会
主
催

：

福
岡
市
教
育
委
員
会
・
福
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

令
和
元
年
７
月
２
日
　
福
岡
市
立
南
市
民
セ
ン
タ
ー

ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
ち
ゃ
ん
と
生
き
る

早
寝
早
寝

早
起
き

早
起
き

朝
ご
は
ん

朝
ご
は
ん

村
上
祥
子
氏
の
ご
紹
介

楽
し
く
お
弁
当
を

三
つ
子
の
魂
百
ま
で

　
村
上
氏
は
福
岡
女
子
大
学
で
栄
養
指

導
講
座
を
１
９
８
５
年
よ
り
30
年
担
当
。

治
療
食
の
開
発
で
、油
控
え
め
一
人
分
で

も
お
い
し
く
調
理
で
き
る
電
子
レ
ン
ジ

に
着
目
。以
来【
電
子
レ
ン
ジ
調
理
の
第

一
人
者
】と
し
て
、活
動
を
広
め
ら
れ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で『
食
べ
力
®
』

は
、村
上
氏
の
名
言
と
も
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
日
本
伝
来
の「
和
食
」。ご
は
ん
・
お
味

噌
汁
・
お
か
ず
、と
い
っ
た
、皆
様
も
よ
く

知
る
シ
ン
プ
ル
な
食
事
。こ
の
よ
う
な
和

食
を
、子
ど
も
の
時
か
ら
毎
日
経
験
す
る

こ
と
で
健
康
な
体
が
手
に
入
る
と
い
う

こ
と
を
、村
上
氏
自
身
の
幼
い
こ
ろ
を
振

り
返
り
お
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。そ

し
て
、幼
い
こ
ろ
の
脂
肪
細
胞
の
数
が
大

人
に
な
っ
て
も
続
く
と
い
う
こ
と
も
教

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。私
た
ち
も
よ
く
知

る
言
葉「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」そ
の
言

葉
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。幼
い
こ
ろ

の
食
の
大
切
さ
、日
本
伝
来
の
和
食
の
す

ば
ら
し
さ
を
知
る
お
話
で
し
た
。

　
電
子
レ
ン
ジ
調
理
の
第
一
人
者
村
上

氏
の
、電
子
レ
ン
ジ
を
使
っ
て
の
楽
し
い

実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、と
て
も
簡
単
で
、時
短
で
で

き
る
お
弁
当
作
り
で
し
た
。会
場
の
皆
さ

ん
が
一
斉
に
メ
モ
を
と
る
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

　
村
上
氏
は
、今
回
の
講
演
会
の
翌
日

に
、『
徹
子
の
部
屋
』に
出
演
。日
本
国
内

は
も
と
よ
り
、海
外
で
も
講
演
や
実
演
を

さ
れ『
食
べ
力
®
』、『
日
本
伝
来
の
和
食
』

に
つ
い
て
、

幅
広
く
広
め

ら
れ
て
お
り

ま
す
。
自
ら

の
経
験
を
明

る
く
ユ
ー
モ

ア
交
え
て
語

る
村
上
氏

に
、
会
場
か

ら
は
笑
顔
が

絶
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

〜
未
来
へ
つ
な
ぐ
和
食
の
魅
力
〜

　今
回
は
、料
理
研
究
家
で
管
理
栄
養
士
で
も
あ
る
、公
立
大
学
法
人
福
岡
女
子
大
学

客
員
教
授
の
、村
上
祥
子
氏
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お弁当箱の容量＝カロリーです

650ml＝650kcal（※目安です）

ごはん
（200g）

全体の
1/2

魚・肉・
鶏など

（70g）

1/2の1/3

野菜
（100g）

1/2の2/3

　今
か
ら
五
十
六
年
前
の
一
九
六
三

年
は
百
歳
以
上
の
高
齢
者
の
数
は
一

五
三
名
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
年（
二

〇
一
九
年
）
は
そ
の
数
が
七
一
、
二

三
八
名
と
な
り
ま
し
た
。
何
と
四
五

〇
倍
以
上
に
も
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
将
来
の
日
本
や
世
界
の
人
口
等

に
つ
い
て
は
色
々
な
統
計
が
出
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
学
者
が
様
々
な
危

機
を
訴
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
象

の
変
化
に
よ
る
甚
大
な
被
害
も
各
地

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　「目
の
前
の
小
学
生
、
中
学
生
が
、

ど
の
よ
う
な
知
識
や
能
力
を
身
に
付

け
て
い
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
充

実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。」

　私
た
ち
大
人
が
真
剣
に
考
え
、
真

摯
な
態
度
で
力
の
育
成
に
励
ま
な
く

て
は
い
け
な
い
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
折
し
も
、
来
年
度
は
「
新
学
習

指
導
要
領
」
の
全
面
実
施
の
年
で
す
。

（
中
学
校
は
二
〇
二
一
年
度
）
新
学

習
指
導
要
領
の
中
に
「
未
知
の
状
況

に
も
対
応
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
の
育
成
」
と
い
う
文
言
が

あ
り
ま
す
。
一
言
で
「
未
知
の
状
況

に
対
応
で
き
る
。」
と
言
っ
て
も
、

日
常
ど
の
様
な
指
導
を
重
ね
れ
ば
良

い
の
か
、
深
く
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
こ
れ
は
福
岡
で
起
こ
っ
た

事
で
は
な
い
か
ら
「
自
分
の
身
に
は

起
こ
る
は
ず
が
な
い
。」
等
、
入
っ

て
き
た
情
報
を
他
人
ご
と
と
し
て
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
常
に
「
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
る
。」
こ
の
繰
り
返

し
が
「
未
知
の
状
況
に
対
応
で
き
る

力
」
の
育
成
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ

　ラ

　ム
福岡市立筥松小学校
校長　振原 基治

　
福
岡
県
警
本
部
少
年
課
の
附
置
機
関
と
し
て

県
内
５
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。少
年
非

行
に
対
応
す
る
専
門
の
警
察
職
員
で
構
成
さ
れ

で
お
り
、関
係
機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
連
携
し
て
少
年
相
談
・
街
頭
補
導
・
少
年
の
立

ち
直
り
支
援
・
広
報
啓
発
な
ど
の
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
る
機
関
で
す
。

　
学
生
の
頃
か
ら
、子
ど
も
た
ち
を
助
け
る
仕

事
に
つ
き
た
か
っ
た
と
い
う
堀
井
さ
ん
は
、就

職
先
を
探
す
な
か
で
一
生
子
ど
も
た
ち
の
そ
ば

で
働
け
る
職
場
と
し
て
、少
年
育
成
指
導
官
を

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
少
年
育
成
指
導
官
と
い
う
お
仕
事
は
、警
察

の
な
か
で
も
専
門
採
用
と
い
っ
て
特
定
の
技
能

を
持
つ
人
を
専
門
の
職
業
と
し
て
働
い
て
も
ら

う
た
め
の
制
度
で
、就
職
し
て
か
ら
退
職
す
る

ま
で
ず
っ
と
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
、少
年
育
成
指
導
官
と
し
て
働
く
今
を

お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　「
思
春
期
は
、子
ど
も
た
ち
の
総
決
算
の
時

期
」思
春
期
ま
で
に
体
験
し
て
き
た
、プ
ラ
ス
の

経
験
や
マ
イ
ナ
ス
の
経
験
を
全
部
ま
と
め
て
決

算
し
て
い
る
だ
け
で
、思
春
期
に
問
題
行
動
を

起
こ
す
子
ど
も
も
い
れ
ば
、起
こ
さ
な
い
子
ど

も
も
い
る
。

　
問
題
行
動
を
起
こ
す
子
に
は
周
囲
の
サ
ポ
ー

ト
も
必
要
で
、な
か
に
は
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
相
談
が
あ
っ
て
、サ
ポ
ー
ト
す
る
子
ど

も
た
ち
も
い
る
。

　
非
行
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
問

題
行
動
は
、子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
S
O
S
な
の
だ
。

　
こ
ん
な
、思
春
期
の
子
ど
も
を
か
か
え
て
い

る
保
護
者
の
た
め
に
、提
案
し
た
の
が「
納
豆
ご

は
ん
の
日
」。

　「
納
豆
ご
は
ん
の
日
」と
は
、「
今
日
の
ご
は
ん

は
納
豆
ご
は
ん
に
し
て
、子
ど
も
と
目
一
杯
　

遊
ぶ
日
！
」。

　
こ
の
お
話
を
聞
い
て
、私
た
ち
の
家
庭
に
お

い
て
も
、家
事（
例
え
ば
ご
は
ん
の
準
備
）や
用

事
が
あ
っ
て
も「
今
日
は
子
ど
も
と
向
き
合
う

日
！
」と
決
め
て
子
ど
も
の
近
く
に
座
っ
て
み

た
り
、話
し
か
け
て
み
た
り
と
、私
た
ち
保
護
者

も
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
、ま
ず
は
会
話
が
で
き
る
関
係
づ
く
り
に

取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
吉
村
先
生
は
、小
学
校
の
教
員
を
経
験
さ
れ

た
の
ち
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
と
臨
床

心
理
士
を
目
指
さ
れ
見
事
に
臨
床
心
理
士
と
し

て
ご
活
躍
中
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
講
演
の
合
間
を
縫
っ
て
ご
参
加

い
た
だ
き
、ご
自
身
の
経
験
や
体
験
談
を
交
え

な
が
ら
短
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
い
く
つ
も
の
教
訓

を
お
教
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。１
時
間
超
の
講

演
か
ら
、一
番
心
に
残
っ
た
お
話
、そ
し
て
吉
村

子
ど
も
時
代
の
総
決
算
に
む
け
て

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

少
年
育
成
指
導
官

　
第
14
回
目
と
な
る
本
事
業
も
改
元
を
迎
え
、こ
れ
ま
で
蓄
積
・
共
有
し
て
き
た
成
果
を
新
し
い
時
代
に
活
か
す
べ
く
福
岡
市
・
北
九
州
市
・

福
岡
県
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
で
、令
和
元
年
の
記
念
す
べ
き
大
会
が（
一
社
）北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
主
管
に
よ
り

ウ
ェ
ル
と
ば
た
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
冒
頭
で
は
、『
北
九
州
市
子
ど
も
を
育
て
る
10
か
条
』が
唱
和
さ
れ
一
つ
一
つ
は
当
然
の
よ
う
な
こ
と
で
す
が
、10
か
条
の
中
で
も

「
聞
く
時
は
　
子
供
の
目
を
見
て
　
心
を
聴
い
て
」と
い
う
言
葉
は
、自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て「
あ
の
と
き
も
う
ち
ょ
っ
と
違
う
言
い
方
も

で
き
た
な
ぁ
」な
ど
と
反
省
し
ま
し
た
。北
九
州
市
に
子
ど
も
を
育
て
る
10
か
条
が
あ
る
よ
う
に
福
岡
市
に
も『
家
庭
教
育
10
か
条
』が
あ
り

ま
す
。ど
ち
ら
の
条
文
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
自
分
ご
と
と
し
て
」

【新標準服情報】（市立69中学校）

○令和２年度からの服装

●新標準服導入
　（移行期間は各校で設定）
　内１校は新標準服と従来型の併用
　（ずっと、どちらでもよい）

○ネクタイ・リボンの採用状況

●ネクタイのみ採用

●ネクタイ・リボン採用

●採用しない

●調整中

………………… 65校

●学校独自の標準服 …………… ４校

…………………… 25校

………………………… ３校

令和
２年度

先
生
も
も
っ
と
も
熱
く
語
り
か
け
て
く
だ
さ
っ

た
と
思
う
お
話
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
人
間
は
感
情
の
動
物
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
。

そ
の
中
で
負
の
感
情
は
影
響
が
大
き
い
と
言
わ

れ
て
ま
す
。負
の
感
情
の
中
で
も
不
安
と
い
う

気
持
ち
は
特
に
影
響
が
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ
れ
は
、人
間
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
１
年
間

「
食
べ
る
・
寝
る
・
出
す
」の
生
き
る
た
め
の
三
原

則
を
他
人
に
頼
っ
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
。他

の
動
物
は
こ
ん
な
こ
と
無
い
と
思
い
ま
す
。人

間
の
赤
ち
ゃ
ん
だ
け
が
他
人
に
頼
っ
て
成
長
を

待
っ
て
い
ま
す
。と
て
も
不
安
な
状
態
だ
と
思

い
ま
す
。

　
不
安
の
反
対
は
安
心
感
で
す
。こ
の
不
安
と

い
う
感
情
を
安
心
感
に
か
え
る
こ
と
が
大
事
な

こ
と
で
す
。

　
こ
の
安
心
感
が
、心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り

人
生
と
い
う
飛
行
機
の
燃
料
に
な
り
ま
す
。

　
人
生
と
い
う
飛
行
機
は
、思
春
期
に
な
る
と

機
首
を
あ
げ
ま
す
。高
く
高
く
飛
び
上
が
ろ
う

と
し
ま
す
。そ
の
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
だ
と

う
ま
く
ア
ガ
っ
て
い
け
な
い
。思
春
期
に
な
る

ま
で
は
高
度
を
維
持
し
て
飛
ん
で
い
た
け
ど
、

思
春
期
に
な
っ
て
機
首
を
上
に
向
け
る
と
よ
り

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
飛
び
立
た
ね
ば

な
ら
な
い
。そ
の
と
き
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
足
り

な
い
と
い
ろ
ん
な
現
象
が
起
き
ま
す
。例
え
ば
、

「
悪
い
方
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
し
ま
っ
た
子
に

同
調
し
て
み
ん
な
で
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま

う
。」こ
れ
が
非
行
で
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、安
心

感
を
得
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
め
れ
ば
い
い
ん
で

す
。安
心
感
を
得
た
い
と
き
人
間
は「
甘
え
」よ

う
と
し
ま
す
。甘
え
た
い
気
持
ち
を
満
た
し
て

上
げ
る
こ
と
で
子
ど
も
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

溜
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
寄
り
添
う
保
護
者
と

し
て
、普
段
か
ら
子
供
と
向
き
会
い
、心
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
残
さ
れ
た
子
育
て

を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
先
生
が
紹
介
し
て
く
れ
た
甘
え
よ
う

と
し
て
い
る
サ
イ
ン
や
安
心
感
の
モ
ト
に
な
る

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　
あ
い
さ
つ
、笑
顔
、抱
き
し
め
る
な
ど
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ（
部
活
後
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、手
当
て

す
る（
痛
い
フ
リ
を
聞
く
）な
ど
な
ど

講
演

講
師

　
西
九
州
大
学

　
非
常
勤
講
師

　
　
吉
村
　
春
生 

氏 

第14回

S
t
o
p
・ザ・非
行
　ふ
く
お
か

日
時
：
令
和
元
年
７
月
27
日
土
曜
日
　
13
：
00
開
会

会
場
：
ウ
ェ
ル
と
ば
た
大
ホ
ー
ル

北九州市大会

感
情
の
動
物

基調報告

「生まれてきてくれてありがとう
　　　　　～少年非行の現場から～」

報告者　　　　　　　　　　　　
福岡県警察本部
生活安全部少年課
北九州少年サポートセンター
少年育成指導官
係長　堀井　智帆　氏

「
心
が
か
ぜ
を
ひ
く
と
き
」

　
　
│ 

安
心
感
と
自
立 

│

❶ 

学
校
教
育
内
容
の
よ
り
一
層
の
充
実

❸ 

特
別
支
援
教
育
条
件
整
備
の
た
め
の

　 

施
策
の
充
実

❻ 

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
よ
り
一
層
の
充
実
し
た

　 

活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
支
援
施
策

❹ 

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
お
よ
び

　 

危
機
管
理
の
た
め
の
施
策

❺ 

い
じ
め
・
不
登
校（
保
健
室
登
校
な
ど
を
含
む
）

　 

解
消
お
よ
び
健
全
育
成
・
非
行
防
止
の
た
め
の

　 

さ
ら
な
る
施
策

❷ 

学
校
教
育
環
境
整
備
充
実

❼ 

そ
の
他
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クイズラリーの開始です

安全講習会です

和やかな雰囲気の２人です

クイズラリーの途中で
ちょっと記念撮影！
気分は、船長さんです

もうすぐ帰港です

　
令
和
元
年
度
最
初
の
「
ふ
よ
う
」
は

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　
令
和
元
年
度
の
広
報
委
員
メ
ン
バ
ー

で
の
初
め
て
の
作
成
で
ド
キ
ド
キ
で
し

た
。
不
安
の
な
か
、
取
材
の
割
り
振
り

か
ら
は
じ
ま
り
、
細
か
な
校
正
等
々
の

作
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
話

し
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
に
福
岡
市
P
T
A
協

議
会
の
た
く
さ
ん
の
活
動
を
お
届
け
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
親
子
で
読
み
た

く
な
る
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
号
以
降
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
切
江
　
龍
二

委
員
長

　
　
　
　
　
柏
原
中
　
切
江
　
龍
二

副
委
員
長

　
　
　
　
　
博
多
小
　
大
木
　
裕
治

第
１
３
３
号
主
担
当
者

　
博
多
区
　
那
珂
中
　
　
　
城
家
　
美
和

　
東
　
区
　
香
椎
第
３
中
　
立
石
　
千
恵

　
西
　
区
　
下
山
門
中
　
　
渕
　
　
雅
子

　
城
南
区
　
田
島
小
　
　
　
吉
岡
　
知
美

第
１
３
４
号
主
担
当
者

　
東
　
区
　
舞
松
原
小
　
宮
木
　
啓
輔

　
中
央
区
　
小
笹
小
　
　
中
山
　
幸
恵

　
特
別
支
援
　
福
岡
中
央
特
支
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
木
　
綾
美

　
中
央
区
　
平
尾
中
　
　
大
城
由
香
利

　
南
　
区
　
三
宅
小
　
　
土
井
　
浩
美

第
１
３
５
号
主
担
当
者

　
西
　
区
　
今
宿
小
　
三
角
　
秀
幸

　
城
南
区
　
城
西
中
　
小
笹
原
里
彩

　
早
良
区
　
百
道
中
　
堤
　
　
利
江

　
早
良
区
　
原
　
小
　
古
相
　
純
子

校
長

　
小
学
校
　
筥
松
小
　
　
振
原
　
基
治

　
中
学
校
　
次
郎
丸
中
　
鶴
　
　
　
眞

市
Ｐ
協
担
当
役
員

　
今
宿
小
　
　
　
辻
　
　
宗
志

　
香
椎
第
２
中
　
川
添
　
浩
美

　
田
村
小
　
　
　
波
多
江
真
一

　
屋
形
原
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　
　
松
原
　
明
子

広
報
委
員
紹
介

●
型
に
は
め
て
い
る
感
が
あ
っ
て
固
い
。

曲
線
や
丸
を
つ
か
っ
て
や
わ
ら
か
く
す

る
と
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
や
り
手
が
減
少
し
、

決
ま
っ
た
人
が
続
け
て
や
っ
て
い
る

現
状
を
改
善
で
き
る
よ
う
な
内
容
が

必
要
で
は
。

●
中
学
校
の
標
準
服
コ
ー
ナ
ー
が
写
真
付

き
で
わ
か
り
や
す
く
、よ
か
っ
た
で
す
。

●
内
容
は
と
て
も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

一
番
伝
え
た
い
と
こ
ろ
が
目
立
た
な

い
気
が
し
ま
す
。
字
も
も
う
少
し
大

き
い
ほ
う
が
読
み
や
す
い
で
す
。

●
広
報
紙
な
ど
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
理
解
し
て
も
ら
い
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ

の
参
加
・
啓
発
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
た
。

●
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
推
薦
校
の
広

報
紙
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
ら
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
７
月
16
日
発
行
の
「
ふ
よ

う
」
１
３
２
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

修
正
版
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

ふ
よ
う
132
号

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

今
後
の
ふ
よ
う
に
望
む
こ
と
、

そ
の
他
お
気
づ
き
の
点
な
ど

親子ふれあい事業親子ふれあい事業

マリエラ親子乗船体験マリエラ親子乗船体験
　今年度、夏休みに開催しました「親子ふれあい事業 マリエラ乗船体験 親子ペアご招待」には、8,738組
ものご応募をいただきました。福岡市ＰＴＡ協議会にて厳正な抽選を行い450組をご招待いたしました。取材
当日は真夏日で、たいへん暑い中での乗船となりましたが、親子ペアでの参加だったため、とても和やかな
雰囲気の船内となりました。クイズラリーのイベントも行われ、楽しく有意義なクルージングを体験していただ
きました。

出港
主催者代表あいさつ
マリエラ事業本部より
安全講習会
親子でクイズラリー
帰港

乗船体験の日程乗船体験の日程
１

２

３

４

５

令和元年度　福岡市ＰＴＡ協議会主催

会長合同研修会
令和元年10月16日　西鉄グランドホテル

　味の明太子で有名な「ふくや」の経営理念は、戦
後の動乱期において「地域社会に生かされた」とい
うことを忘れず、社員一人一人が地域社会を大切にし、それが実現出来る職
場環境作りと社員の育成を第一とするというものでした。
　その理念を受け継ぎ、現在でも社員の方が地域ボランティア活動を行いや
すいような職場環境を作っており、その中で PTA 会長を務められる方も多
いとのことでした。
　また他にも、自己啓
発の為に様々な資格取
得を社員の方へすすめ
ているという話もあり、
素晴らしく感じました。
　参加された会長の中
には会社員の方も多く
おられ今後の PTA 活動
において非常に参考と
なる研修会であった思
います。

　９/19（木）に行われた担当副会長交流会では、福岡市の小・
中・特別支援学校の担当副会長が参加して開催されました。
　C&S 音楽学院長　毛利直之氏による「子どもたちからの 
SOS ～子どもたちの発達段階における支援の在り方～」と題
して講演がありました。
　子どもたちとの向き合い方、関わり方など、母として、親と
して、もう一度原点に立ち返る内容に、会場は大きな感動に包
まれました。学院卒業生の渕上未来（ふちがみ　みらい）さん
による迫力のある歌も披露されました。
　グループディスカッションでは、「携帯・スマホについて」「入
退会問題について」のテーマで意見交換
がなされ、とても充実した交流会となり
ました。

小学校・中学校・特別支援学校PTA

担当副会長交流会

第67回 日本ＰＴＡ全国研究大会第75回 指定都市ＰＴＡ情報交換会

令和元年　８月２３日（分科会）・２４日（全体会）

令和元年９月１２日（分科会）１３日（全体会）
すべては心豊かな子どもたちへ つなげよう「いのち」のバトン

　次世代を生き抜く子どもたちへ
　　～地域とともに育む力　兵庫から～

兵庫
大会

新潟
大会

スローガン大会テーマ

　平成７年１月17日の阪神淡路大震災から24年。様々な災害
が次々に発生し、震災の記憶・報道が薄れつつある中で、「かけ
がえのない命」や人と人との絆の大切さを伝えたいとの兵庫
県ＰＴＡ協議会の熱い思いの伝わる研究大会でした。
　私が参加した第５分科会では、ＰＴＡ広報紙やさまざまな媒
体を活用して、魅力あるＰＴＡ活動を伝えるための取り組みが

提言され、熱い討議がなされました。そして、「しあわせを運べるように」という
震災からの復興を願ってつくられた歌を通して、想いを伝え続けることの大切
さを感じました。
　全体会では、「子育ては心理学でラクになる」とい
う演題で、メンタリストＤａｉＧｏ氏の講演が行われま
した。Ｑ＆Ａ形式で、私たち保護者の悩みに心理学
の視点から答えてくださいました。まわりを変えよ
うとするのではなく、まずは自分が変わること（行
動する事）が大事という言葉が心に残りました。

　この情報交換会は、毎年全国から16の指定都市ＰＴＡ協議会の役員・関係者
が集い、それぞれの協議会活動の成果と課題を共有することを目的として行わ
れています。
　１日目は開会行事が行われ、多忙の中、中川八一新潟市長のあいさつで始ま
りました。分科会では、「組織・運営」「研修活動」「地域連携」「広報活動」に分かれ
て、新潟市の提言をもとにどの分科会も活発な意見交換が行われました。
　２日目の全体会では、各分科会の報告の後、「子どもの心を育てる言葉かけ　
～やる気にさせるコミュニケーション術～」という演題で、一般財団法人 日本
ペップトーク普及協会 代表理事の岩﨑由純氏の講演が行われました。子どもの
自己肯定感を育み、元気を与えるコミュニケーションの取り方や、それぞれの
成長段階に応じた言葉かけによって子どもの心を育てることの大
切さを熱く語られました。子どもをやる気にさ
せる「短くて」「わかりやすくて」「肯定的」な励
ましの言葉かけを実践したいと思いました。

（札幌市・仙台市・新潟市小中学校・さいたま
市・千葉市・川崎市・横浜市・相模原市立小中学
校・名古屋市立小中学校・京都市・大阪市・神戸
市・広島市・（一社）北九州市・福岡市・熊本市）

令和元年７月29日（月）～８月２日（金）　５日間開催

何だろうね
もう少し進めば
見えるかな？

どう？
似合ってる？

いい思い
出に

なったね

楽しかった!!

どの問題から
解いていく？

自分の命
を

守るため
に

しっかり聞
いてね

なかな
か

　難し
いね

向こう
に

何が見
える？

さぁ！！マリエラの出港です

あれなに？

令和元年度 福岡市PTA協議会令和元年度 福岡市PTA協議会

毛利 直之氏
音楽学校

「C&S 音楽学院」学院長

株
式
会
社
ふ
く
や

代
表
取
締
役
会
長

　川
原 

正
孝
氏

編
集
後
記


